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●研究概要 
  知識科学に基づく知識創造支援システムの研究開発を通して、知識創造支援システム

の産業応用を促進し、更に関連の産官学連携プロジェクトの誘発を行う。それらの活動

により、知識創造方法論の学問的再構築を図る。 
第２回知識創造支援システム・シンポジウムなどを開催し,研究開発成果の一部を国
内外にＰＲ中。また成果の社会還元として、石川県知的クラスター創成事業「アウェア

ホームのためのアウェア技術の開発研究」を行い、認知症高齢者のための介護システム

を研究開発中。 

 

●研究体制 
学内研究者：國藤 進（知識科学研究科教授）  

学内協力者：杉山公造、野口尚孝、池田 満（知識科学研究科教授） 

藤波 努（知識科学研究科助教授）、宮田一乗（知識科学教育研究センター教授） 

西本一志、山下邦弘、金井秀明（知識科学教育研究センター助教授） 
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